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 空気も秋らしさを増しています。秋は３年生にとっては本格的な受験シーズンへの突入，２年生は次年

度の科目選択，そして１年生は文理選択と諸君にとって大切な時期です。９月の第１学年・第２学年保護

者会で保護者にお伝えしたことも含め，進路に関わる事柄をお知らせしたいと思います。 

 

１ 「2学期という時期 -『蛍雪時代』から-」 

 

 

 

 

 

 

 各クラスで進路資料として活用してもらうため，旺文社の『蛍雪時代』（３年生のみ）と『臨時増刊』

を購入しています。９月号から 11月号では，「推薦・AO 入試」や「一般入試」，「特訓！合格メンタル」

や「後悔しない難関大併願プラン」などが特集されています。11月に入るとセンター試験まで 70日を

切ります。正に本格的な受験シーズンの到来です。 

 本校では大学・短大に進学する諸君は，全員「大学入試センター試験」を受験することとしています。

一般入試はもちろん推薦や AO入試で進学する場合でも受験することとしており，今年度も 200名を超

える 3年生が受験します。１・２年生も将来の受験に備え，日々の学習にしっかり取り組みましょう。 

 

２ 「３年生 –推薦入試・一般入試-」 

 11月は多くの大学で推薦入試が実施される時期でもあります。面接

や小論文が課される場合がほとんどなので，挑戦する諸君は先生方から

個別指導を受けているはずです。先生方からのアドバイスをしっかり受

け止め，合格を勝ち取ってください。また「推薦」だからといって合格

が約束されているわけではありませんので，一般入試への準備も怠って

はいけません。内定（合格）通知を手にした後も，入学後を見据えて日々

の学習にしっかり取り組みましょう。 

 ３年生の希望者には２種類の資料を配付しました。いずれも入試日程

が記載されています。「センター試験利用」を含めれば５～６校程度を受験する諸君は多くいると思いま

す。受験には学力はもちろんですが，「お金」と「体力」も必要です。どのような大学をどのような日程

で，どのような方式で受験するのか，担任の先生や保護者とよく相談して受験する大学を決めてください。 

 また秋は模擬試験が目白押しです。11月の後半にはセンター試験本番と同じ日程での模擬試験も予定

しています。体調を整えて実力が充分発揮できるようにしつつ，これから身につけるべき点は何なのか，

どのような対策をとればよいのかを確かめていきましょう。 

３ 「２年生 –志望校と科目の選択-」 

 ２年生にはベネッセの『学部・学科みつかるブック』

と「選択科目決定シート」を配付しました。保護者会で

は大学・学部選択にあたり次のことをお願いしました。 

 (1) 職業と学問とのつながりを理解する 

 (2) 似た名前の「学部・学科」を比較する 

 (3) 難易度・偏差値を調べる 

 (4) 大学の立地や雰囲気を確認する 

 (5) 「進学にかかるお金」について話し合う 

 秋以降の進研模試では「地歴・公民科」や「理科」の

科目も受験することになります。いわゆる「5教科」でも自分の力が全国的にどれくらいの位置にあるの

かを確認していくことになります。 

 受験に必要な科目を調べながら，来年度の科目選択を担任の先生とよく相談して決めてください。 

 

４ 「１年生 -文理の選択-」 

 １年生には栄美通信の『進路ガイド』を購入しました。「ゼロから始め

る入門書」との副題があるように，これからの進路を考える参考にして

もらいたいと思います。「仕事・職業・資格」や「文理選択」「進学先の

系統」などの記事がありますので，必ず一読してください。 

 保護者会では文理選択にあたり次のことをお伝えしました。 

 (1) 自分の関心が何かを考えた 

 (2) 自分の得意分野が何か考えた 

 (3) 興味のある職業について調べた 

 (4) 興味のある職業に就くためには，どんな学問が必要か調べた 

 (5) 大学の入試科目を調べた 

 ２年や３年で文理を変更することはできません。担任の先生とよく相談して決めてください。 

 

５ こんな本もあります -進路指導部長の蔵書から- 

 一般の書店で売られている本なので，手にしたことがある

諸君もいるのではないでしょか。すてきなイラストのおかげ

もあるのでしょうか，実は進路資料室で赤本や問題集を押さ

え，最も生徒諸君に人気がある本です。 

 「小学校教諭：２億 5456万円」「保育士：１億 3760万

円」「看護師：２億 2016 万円」「産婦人科医：８億 3200

万円」「メイドカフェ店員：840 万円」「マグロ漁師：２億

9564万円」「おでん屋：１億 7568万円」…… 

 「経済的独立の目安を立てる」ことは青年期の発達課題の１つです。日本人の生涯賃金は２億円から３

億円の間だといわれているようですが，諸君は自分の将来をどのように考えていますか。 


